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1.    はじめにはじめにはじめにはじめに 

 九州地方では集中豪雨や台風による自然災害が後を絶たないが、中でも斜面崩壊による被害は多大である。北

九州市においては、過去に昭和 28年の西日本大水害で、全死者 183人のち 8割が土砂災害でなくなる大惨事も起

きている。したがって、斜面の危険度を予測するということは防災計画上非常に重要なことである。そこで本研

究では、地盤情報に基づいた斜面崩壊の広域的要因分析の基礎となる GIS を用いた地盤情報データベースを作成

し、それと斜面災害報告を基に北九州市全域で数量化Ⅱ類を適用することによって要因分析を実施した。 

 

2.    地盤情報地盤情報地盤情報地盤情報データベースデータベースデータベースデータベース 

本研究において、地盤情報

データベースとして採用し

たアイテムは、斜面崩壊の要

因として考えられる傾斜

角・傾斜方向・地質・植生・

集水の 5アイテム、そして崩

壊の有無のデータを合わせた全 6アイテムである。そのうち傾斜角と傾斜方向は国

土地理院が刊行している数値地図 50m メッシュ標高データを用い、斜面方向は斜

面を背にした方位のこととする。地質は、九州地方土木地質図編集員会が発行して

いる 1/50000 の地質図 1)を用い、その分類については、岩類、年代、地質区分、構

成岩種に区分されており、それぞれをシンボルで表した（表-1）。植生については、

環境省自然環境局生物多様センターが発行している環境省自然環境情報 GIS の項

目を、自然環境保全基礎調査総合解析報告書 2)の植生類型に基づき 10 類型に再編

した（表-2）。集水とは、各地点の集水状況を表すことを試みたものである。具体

的には標高値を示した 50m メッシュのラスターデータから、水は高い所から低い

所に流入すると過程して、周囲のメッシュから当該メ

ッシュに何個入ってくるかを集水値とした。図-1 の黄

色で示したセル（3 行 3 列目のセル）では、周辺の 4

つのセルから水が流入してくると考えられるので、集

水値は 4 と定義される。崩壊データについては、2000

年から 2005 年までの間で北九州市役所に降雨による

斜面災害の報告があった 290箇所を対象とした。 

 

3.    数量化数量化数量化数量化ⅡⅡⅡⅡ類類類類によるによるによるによる斜面崩壊要因分析斜面崩壊要因分析斜面崩壊要因分析斜面崩壊要因分析 

北九州市全域において、数量化Ⅱ類を用いて斜面崩壊要因分析を行う今回のよう

な場合、対象地域が広範囲であるため、50mメッシュを用いた数量化解析を一度に

行うことは困難である。そこで 5度以上の傾斜をなすと算定される地域にメッシュ

を作成し、更にメッシュを無作為抽出して解析を行った。図-2に解析メッシュの分

布の様子を示す。図をみてもわかるように対象地域内にメッシュが偏在することな 

表-1  地質の分類 
symbol 岩類 構成年代 地質区分 構成岩種

pd 関門地域貫入岩類 ひん岩、閃緑岩

gdh 平尾・朝倉・鞍手花崗閃緑岩 花崗閃緑岩、アダメロ岩

Bam 新生代、第三期 松浦玄武岩類 アルカリ玄武岩、ソレアイト質玄武岩、高アルミナ玄武岩

Qt 段丘堆積物 礫、砂、粘土

Qf 扇状地堆積物 礫、砂、粘土

Qal 沖積層 礫、砂、粘土

Pos 大辻層群、間瀬・船津層 礫岩、砂岩、赤色岩、砂岩頁岩互層

PN (PNs,PNm) 佐世保・相ノ浦。西彼杵・芦屋・対州層群 礫岩、砂岩、頁岩、砂岩頁岩互層

Kk (Kka,Kkv) 中生代、前期白亜紀 関門層群 安山岩質凝灰岩、凝灰角礫岩、溶岩、火山礫岩・砂岩、頁岩

Cp (Cpv,Cps,Cpl,Cpc) 古生代、二畳紀～石炭紀 二畳紀・石炭紀混在層 塩基性溶岩、水中火砕岩、石灰岩、砂岩、粘板岩、チャート

msp 三群・筑後・木間・間ノ谷変成岩類 泥質片岩、砂質片岩、石英片岩

mg 変斑れい岩類 変斑れい岩、変輝緑岩、角閃岩

深成岩

変成岩

新生代、第四期、更新世（洪積世）

中生代、後期白亜紀

新生代、第三期、斬新世～始新世
堆積岩

 

 

図-1 集水値の考え方 

表-2 植生の分類 

植生類型 環境省自然環境GISの植生分類

ウキクサクラス・ヒルムシロクラス

ヨシクラス

ハナナツナ-ハマサジ群落

ススキ群団

砂丘植林

ササ・タケ群落

ハマグルマ-ハマゴウ群落

ササ草原

マサキ-トベラ群落

イワシデ群落

自然裸地 自然裸地

造成地

緑の多い住宅地

工場地帯

市街地

ハイキビ群落

牧草地

畑地雑草群落

水田雑草群落

落葉果樹園

常緑果樹園

苗圃

桑園

休耕田雑草群落

休耕畑地雑草群落

伐跡群落

スギ・ヒノキ・サワラ植林

竹林

落葉広葉樹植林

常緑広葉樹

クロマツ植林

林縁性つる-低木群落

アカマツ植林

森林・針葉樹林 アカマツ群落

ケヤキ群落

アカシデ-イヌシデ群落

シイ・カシ萌芽林

オニヤブソテツ-ハマビワ群集

ムサシアブミ-タブ群落

タブ-ヤブニッケイ幼木林

ミミズバイ-スダジイ群集

コナラ群落

タブ群落

ヤブコウジ-スダジイ群集

イスノキ-ウラジロガシ群集

コナラ-イグルミ群落

ヤブニッケイ-ヤマヤブソテツ群集

アラカシ-ナンテン群集

弱度の地表改変地

林業利用地

森林・落葉広葉樹林

森林常緑広葉樹林

水生植物生息地

草原

低木林

強度の地表改変地

 

土木学会西部支部研究発表会 (2006.3)III-116

-607-



く分布していることが確認できる。この全 25407

メッシュにおいて、崩壊・非崩壊を目的変数とし、

地質・傾斜方向・傾斜角・植生・集水を説明変数

として、数量化Ⅱ類を適用した。結果として、各

カテゴリーのカテゴリースコア、各アイテムのレ

ンジおよび偏相関係数、崩壊・非崩壊の判別的中

率を図-3に示す。カテゴリースコアの値は、マイ

ナスになるほど崩壊に対する寄与率が高いことを

示している。 

 

4.    結果結果結果結果とととと考察考察考察考察 

 各アイテムの崩壊に対する影響度は、レンジによると、地質、植生、傾斜角、集水、方向の順に大きく、地質

と植生は圧倒的に大きかった。偏相関係数によると、植生、地質、傾斜角、集水、方向の順であり、地質と傾斜

角の影響度にあまり差はみられなかった。斜面崩壊の重要な要因とされている傾斜角は、レンジと偏相関係数、

共に 3 番目の影響度であり、それと比較して、地質と植生の斜面崩壊に対する影響度がより高いものであること

が窺がえる。 

各アイテムのカテゴリースコアに着目すると、植生の強度の地表改変地で大きなマイナスの値を示している。

これは崩壊が、宅地化、市街化の影響を受けているためであろうが、目的変数となる崩壊有のデータが、住民が

認識し、直接被害があった場合のみの斜面災害報告に基づくものであることも一因と考えられる。また、一般的

に傾斜角は 30度を越えると斜面崩壊の危険度が増加すると言われているが、今回は 10度から 25度間で崩壊に対

する高い寄与率がみられた。この理由についても崩壊有のデータが、住民が居住可能な比較的傾斜が緩やかな場

所での崩壊に限られる可能性が高いためであると考えられる。地質は、堆積岩の構成年代が、新生代・第四期と

新しく、礫、砂、粘土で構成される沖積層の Qal層や段丘堆積物の Qt層で、また地すべり防止区域となっている

ところが多いとされている PNs層を含む PN層で高い寄与率がみられた。次に高い pd層は、ひん岩、閃緑岩から

なる深成岩であり、一般的に花崗岩や閃緑岩からなる深成岩類では土砂災害がよく起こるとされている。集水値

は 4、5でマイナスのカテゴリーがみられたことから、傾斜のある谷状地形で崩壊が起こりやすいと考えられる。 

判別的中率は 83.41%と比較的高い結果が得られた。 

＜参考文献＞ 1)九州地方土木地質図編集員会：九州地方土木地質図解説書, 昭和 61年  2)環境庁自然保護局：

自然環境保全基礎調査総合解析報告書, 平成元年 

 

図-2 解析メッシュの分布の様子 

Pd -0.202469956
gdh -0.033434225
Bam 2.783264743
Qt -0.07849612
Qf 0.314003732
Qal -0.470490762
Pos 0.459215861
PN -0.259849901
Kk -0.031710144
Cp 0.280912749
msp 0.213189537
mg 0.312342857
北 -0.047358885
北東 0.005187696
東 0.168023011
東南 -0.105350346
南 0.046311791
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25～30 0.023333448
30～35 -0.001117853
35～40 0.066784648
40～45 0.095548099
45～50 0.058423432
55～60 0.118021441
60～65 0.087970516
水生植物生息地 0.457069597
草原 0.474940602
低木林 0.52885131
自然裸地 0.565820072
強度の地表改変地 -2.041066316
弱度の地表改変地 -0.002094752
林業利用地 0.53286425
森林・針葉樹林 0.468317307
森林・落葉広葉樹林 0.445254733
森林常緑広葉樹林 0.381995506
0 -0.018542431
1 -0.002175296
2 0.145325445
3 0.052928228
4 -0.217252886
5 -0.01089229
6 0.134091076
7 0.155961566
8 0.078899898

集水

方向

アイテム カテゴリー カテゴリースコア

地質

傾斜角

植生

-3 -1 1 3

1

図-3 数量化Ⅱ類結果 

項目名
地質 3.25375551 1位 0.04438431 2位
方向 0.29114494 5位 0.01738374 5位
傾斜角 0.65602792 3位 0.04395579 3位
植生 2.60688639 2位 0.15312940 1位
集水 0.37321445 4位 0.02229965 4位

レンジ 偏相関係数

的中率 83.41%
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